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  ③ 在日温州人の仕事探しに関して、なぜ女性が男性より「求人雑誌等を通して自分で探し」の割

合が高いのか。 

   

  さらに、アドバイザーの先生から「Suggestion to include the limitations of using the case of 

Wenzhouese migrating to Japan as opposed to other countries」というご貴重なコメントをいた

だきました。 

 

 本ワークショップは、世界各国の研究者が一堂に集まり、活発な議論が繰り広げられた。特に研究の

道に歩み始めたばかりの私にとって、今回のワークショップで諸先生方々から様々なコメントをいただ

き、貴重なブレーンストーミングを体験しました。この機会に感謝いたします。 

   

 

 

 

 


